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平
成
24
年
度
の
母
親
代
表
研
修
会
は
、
講

師
に
元
広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
の
竹
本

寛
美
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
昨
今
の
就
職
事

情
」、「
学
校
や
家
庭
で
の
『
キ
ャ
リ
ア
教

育
』」、「
社
会
人
基
礎
力
」、「
わ
が
子
の
10

年
後
・
20
年
後
は
親
で
な
く
子
ど
も
に
と
っ

て
ど
う
な
の
か
」
な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
を

き
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
県
内
各
地
か
ら
4
0
0
人
を
超

え
る
母
親
代
表
が
集
ま
り
、
終
始
熱
心
に
研

修
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

親
と
し
て
、
母
親
委
員
と
し
て
、
理
事
と

し
て
は
じ
め
て
参
加
し
た
こ
の
研
修
会
の
講

演
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
の
ほ
ん
の
一
部
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ご
紹
介
し
て
み
ま
す
。

「
子
ど
も
の
価
値
観
は
、
親
の
価
値
観
で

は
な
く
、
子
ど
も
を
認
め
て
く
れ
た
会
社
を

否
定
し
な
い
で
ほ
し
い
。
親
に
と
っ
て
で
は

な
く
子
ど
も
に
と
っ
て
良
い
場
所
、
働
く
場

所
を
考
え
て
や
る
こ
と
。

ま
た
、
役
に
つ
く
こ
と
の
重
要
性
！
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
出
て

く
る
と
い
う
こ
と
を
先
生
が
学
校
で
教
え
て

ほ
し
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

人
と
の
関
わ
り
の
中
で
育
つ
力
と
し
て

「『
小
学
生
は
勤
労
観
！
自
分
が
社
会
の
中

で
果
た
す
喜
び
。』『
中
学
生
は
、
職
業
観
！

ど
の
様
な
こ
と
で
社
会
と
の
関
わ
り
を
持
つ

か
、
職
業
観
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

く
。』『
高
校
生
は
、
専
門
性
！
偏
差
値
だ
け

で
高
校
を
選
ば
な
い
で
！
』」
な
ど
、
こ
の

部
分
で
は
親
の
責
任
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「

親
（
お
と
な
）
は
、
常
に
子
ど
も
に
見

ら
れ
て
い
て
、
仕
事
（
役
員
）
に
就
く
と
い

う
こ
と
の
重
要
性
を
子
ど
も
に
教
え
て
い
る

か
？
＂
誰
か
が
喜
ん
で
く
れ
る
＂＂
自
分
を

必
要
と
し
て
い
る
＂
と
い
う
こ
と
を
教
え
て

い
る
か
？
特
に
言
葉
遣
い
。
親
が
守
れ
て
い

る
か
？
親
が
守
っ
て
い
る
と
子
ど
も
も
自
然

に
守
っ
て
く
る
。
ま
た
、
元
気
な
＂
挨
拶
＂

が
出
来
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
。」
な

ど
も
、親
の
あ
り
方
と
も
か
か
わ
り
が
深
い
、

と
感
じ
ま
し
た
。

本
当
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
朝
起
き

て
夜
眠
る
ま
で
「
が
み
が
み
・
く
ど
く
ど
」

と
子
ど
も
達
に
言
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
研
修
会
が
終
わ
り
帰
路
に
つ
く
車
の

中
で
「
猛
反
省
」
で
す
。

講
師
の
ま
と
め
の
言
葉
の
「
今
日
か
ら
で

き
る
こ
と
は
わ
が
子
と
の
関
わ
り
」、「
今
日

の
話
を
聞
い
て
反
省
す
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ

う
。」
を
思
い
起
こ
し
今
日
か
ら
実
践
あ
る

の
み
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

理
事　

庄
野
知
子
）

研
修
会

○
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
話
が
良
か
っ
た
。
子
ど
も
に

は
明
日
の
希
望
が
あ
る
こ
と
。

　

我
が
子
の
た
め
に
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る

良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

○
ほ
め
て
育
て
る
事
、
子
ど
も
に
と
っ
て
母
親
の

位
置
が
分
か
っ
た
。
押
し
つ
け
が
よ
く
な
い
事

を
認
識
し
た
。

○
同
じ
母
親
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
立
場
で
の
講
師
で
あ
り

共
感
・
納
得
も
で
き
た
。

○
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
で
良
か
っ
た
。
親
の
背
中
を

見
て
子
ど
も
は
育
つ
と
実
感
し
た
。

　

進
路
決
定
に
つ
い
て
も
良
く
分
か
っ
た
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

た
。
子
ど
も
の
意
見
を
聴
く
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
た
。

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
受
け
る
事
は
大
変
だ
が
人
と
の

つ
な
が
り
が
財
産
に
な
る
。

分
科
会

○
小
学
校
の
統
合
や
講
演
の
話
を
元
に
意
見
交
換

が
で
き
再
確
認
で
き
た
。

○
い
ろ
ん
な
環
境
の
違
う
役
員
の
話
が
聞
け
て
良

か
っ
た
。
少
人
数
制
で
話
が
で
き
た
の
が
と
て

も
良
か
っ
た
。

○
前
向
き
な
お
母
さ
ん
が
と
て
も
多
く
、
た
く
さ

ん
の
勇
気
を
も
ら
っ
た
。

○
他
の
地
域
の
人
と
の

交
流
が
こ
ん
な
に
楽

し
い
と
は
思
っ
て
も

な
か
っ
た
。

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
な
く

母
親
と
し
て
共
感
で

き
、
違
う
学
年
の

母
親
の
考
え
方
も

聞
け
て
勉
強
に
な
っ

た
。
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
う
事
が
で
き
た
。

○
取
り
組
み
・
活
動

の
問
題
も
同
じ
で

あ
っ
た
。
も
っ
と
時

間
が
欲
し
か
っ
た
。

（
広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

理
事　

古
川
ア
イ
子
）

記念講演中の竹本寛美氏

全
小
・
中
学
校 

母
親
代
表
研
修
会

「
親
の
立
場
で
わ
が
子
の
10
年
後
、
20
年
後
を
考
え
る
」

�

〜
今�

知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
〜

講
師　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
広
島　

副
代
表
理
事　

竹
本
　
寛
美

研
修
会
・
分
科
会

�

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
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県 P 連 だ よ り

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
昭
和
54
年
７
月

に
始
ま
り
平
成
24
年
度
で
34
回
目
を
迎
え

ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
各
地
方
協
議
会
で
の

一
次
審
査
、
日
Ｐ
全
国
協
議
会
の
二
次
・

三
次
及
び
最
終
審
査
を
経
て
、
小
・
中
学

校
各
21
校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

本
県
の
最
近
の
受
賞
状
況
は
、
平
成
17

年
度
庄
原
市
立
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
日
本

教
育
新
聞
社
社
長
賞
）、
同
18
・
19
年
度

大
竹
市
立
大
竹
小
学
校
（
特
別
賞
・
企
画

賞
ほ
か
）
の
２
校
で
あ
り
、
以
後
の
受
賞

は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
管
内
の
状
況
を

見
ま
す
と
、
山
口
県
Ｐ
内
の
受
賞
校
が
多

く
、
な
か
で
も
中
学
校
の
部
で
、
山
口
県

防
府
市
立
国
府
中
学
校
の
「
こ
う
ほ
う
国

府
」が
３
年
連
続
全
国
入
賞
継
続
中
で
す
。

同
校
の
関
係
者
の
取
り
組
み
（『
優
秀
広

報
紙
集
』
を
読
ん
で
記
事
の
作
り
方
を
徹

底
的
に
研
究
し
た
り
、
あ
ち
こ
ち
を
行
脚

し
講
習
会
を
実
施
し
た
）
に
学
ば
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
同
校
の
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
部
長
さ

ん
を
講
師
と
し
て
、
山
口
県
Ｐ
連
が
主
催
し

て
「
広
報
紙
の
作
り
方
研
修
会
」
を
開
催

さ
れ
て
い
る
の
も
一
因
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

当
面
、
本
県
Ｐ
連
の
広
報
委
員
会
と
し

て
は
、
①
ま
ず
優
秀
作
品
や
研
修
機
会
等

の
情
報
提
供　

②
そ
し
て
広
報
委
員
自
ら

が
研
修
に
努
め
る　

③
こ
れ
ら
を
通
し
て

県
Ｐ
新
聞
「
陽
だ
ま
り
」
充
実　

④
さ
ら

に
は
県
Ｐ
連
主
催
の
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
会
の
見
直
し　

な
ど
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

〔
主
催
〕

 　

 

広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
以
下
「
県

Ｐ
連
」
と
い
う
）

〔
対
象
及
び
応
募
方
法
〕 

　

⑴ 

平
成
24
年
4
月
～
平
成
25
年
３
月
ま

で
に
発
行
さ
れ
た
全
て
の
号
を
各
２

部
提
出
す
る
。（
複
製
は
受
け
付
け

な
い
。
ま
た
装
飾
や
増
強
の
た
め
の

表
紙
は
つ
け
な
い
）

　

⑵ 

発
行
回
数
は
年
２
回
（
同
じ
題
名
の

も
の
）
以
上
と
す
る
。

〔
募
集
〆
切
〕 

　

 

平
成
25
年
３
月
21
日
㈭
必
着
で
県
Ｐ
連

に
送
付
す
る
。

〔
作
品
審
査
〕

　

⑴ 

県
Ｐ
連
が
行
い
、小
学
校
６
点
以
内
、

中
学
校
4
点
以
内
を
選
ぶ
。

　

⑵ 

こ
の
作
品
を（
社
）日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国

協
議
会
事
務
局
へ
送
付
す
る
。

〔
基
準
〕

　

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
の
目
的
・
使
命
・
記
事
・

編
集
・
見
出
し
な
ど
を
総
合
的
に
審
査
。

全
国
小
・
中
学
校

　
　
　
　

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

　

〜
受
賞
校
に
学
ぼ
う
〜

広
島
県
小
・
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

�

作
品
募
集

平
成
24
年
度

Ｐ
Ｔ
Ａ
実
践
事
例
集
へ
本
県
Ｐ
連

か
ら
２
事
例
が
掲
載
決
定

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
年
次
表
彰
式

　
日
時
　
平
成
24
年
11
月
22
日（
木
）

　
場
所
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

□
文
部
科
学
大
臣
表
彰（
団
体
）

　

安
芸
郡
坂
町
立
小
屋
浦
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

三
原
市
立
糸
崎
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

福
山
市
立
幕
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

□�（
社
）日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰（
団
体
）

　

豊
田
郡
大
崎
上
島
町
立
大
崎
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

福
山
市
立
大
成
館
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　

□��（
社
）日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰（
個
人
）

　

加
藤　

千
政　
　

西
本　

博
之

　

宮
上　

正
好　
　

赤
木　

俊
二

 

小
学
校
の
部 　

東
広
島
市
河
内
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る

　

～
学
校
の
応
援
団
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
～

 

中
学
校
の
部 　

尾
道
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　

郷
土
愛
を
育
む
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

　

～
様
々
な
祭
り
へ
の
参
加
を
通
じ
て
～

　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
の
資
料
作
成
事
業

と
し
て
、昭
和
59
年
か
ら
始
ま
っ
た
本
事
業
は
、

本
年
で
27
号
と
な
る
。

　

本
号
は
、「
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
『
絆
』

を
育
む
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
1
７
4
事
例
の
中
か
ら
資
料
作

成
委
員
会
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
本
県

の
上
記
２
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
含
む
31
の
掲
載
事
例
が
決

定
さ
れ
、
本
年
３
月
末
日
に
は
発
刊
さ
れ
る
予

定
で
す
。

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル 

受
賞
者
決
定

「
た
の
し
い
子
育
て
」

�

全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

昨
年
12
月
、
文
部
科
学
省
及
び（
社
）日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
が
共
催
し
た
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
総
数　

７
万
６
７
２
5
作
品
、
う
ち
中

学
生
の
部　

２
万
６
5
７
8
作
品
の
中
か
ら
10

作
品
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
本
県
か

ら
は
、
呉
市
立
下
蒲
刈
中
学
校
２
年
の
實
谷
未

来
さ
ん
が
佳
作
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
式
は
3
月
27
日
、
文
部
科
学
省

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

受
賞
作
品

「
父
さ
ん
が
　
い
つ
も
言
う

　
　
今
日
の
学
校
ど
う
だ
っ
た
　

　
毎
日
き
か
れ
る
こ
の
一
事

　
　
め
ん
ど
く
さ
い
け
ど
　
あ
り
が
た
い
」

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル 

あ
れ
こ
れ

　　加藤千政氏　　　　　　西本博之氏



3

大
会
に
参
加
し
て

広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
理
事　

村
川
　
真
一

　

中
国
山
地
の
山
々
の
彩
の
中
に
も
冬
の
気

配
を
感
じ
さ
せ
る
晩
秋
の
11
月
18
日（
日
）、

中
国
地
方
5
県
・
1
市
か
ら
２
0
0
0
名
余

り
の
P
T
A
会
員
が
山
口
県
下
関
市
に
寄
り

集
い
《「
帰
ろ
う
家
へ
」
～
笑
い
が
た
え
な

い
明
る
い
家
庭
～　

熱
い 

お
や
じ
・
あ
っ

た
か 

か
あ
ち
ゃ
ん
》
を
テ
ー
マ
に
、
第
42

回
日
本
P
T
A
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
山

口
県
し
も
の
せ
き
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
前
の
受
付
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
馬

関
奇
兵
隊
・
下
関
よ
さ
こ
い
連
に
よ
る
元
気

い
っ
ぱ
い
の
よ
さ
こ
い
踊
り
が
あ
り
ま
し

た
。
下
関
よ
さ
こ
い
連
で
は
ご
当
地
の
郷
土

芸
能
「
平
家
踊
り
」
や
下
関
を
象
徴
す
る
歴

史
や
食
な
ど
を
歌
詞
に
織
り
込
ん
だ
ご
当
地

踊
り
を
創
作
し
、
今
日
の
ス
テ
ー
ジ
が
初
披

露
と
の
こ
と
で
し
た
。
下
関
の
す
べ
て
の
小

学
校
で
踊
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
も
、
地
元
で

同
じ
よ
う
に
実
践
で
き
た
ら
よ
い
な
あ
と
大

い
に
触
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
は
、
３
組
の
小
・
中
学
校
の

P
T
A
に
よ
る
実
践
発
表
で
し
た
。
1
校
目

は
全
校
児
童
20
名
の
下
関
市
立
殿
居
小
学
校

で
、
学
校
と
地
域
が
協
力
・
連
携
し
て
食
を

通
じ
た
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
達
に
「
生
き
る
力
」
を
育
ん
で
い

る
活
動
で
し
た
。
２
校
目
は
、
全
校
生
徒

1
２
5
名
の
長
門
市
三
隅
中
学
校
で
し
た
。

親
が
子
ど
も
の
た
め
に
一
生
懸
命
汗
を
流
す

姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
に
感
動
を

与
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
有
志
に
よ
る
バ

ザ
ー
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
20
名
以
上
の
参

加
を
得
て
、
大
成
功
を
お
さ
め
た
こ
と
な
ど

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
３
校
目
の
岩
国
市
立

御
庄
中
学
校
は
、
来
年
度
で
閉
校
す
る
学
校

で
す
が
、
新
校
長
先
生
の
も
と
、
学
校
活
動

な
ど
を
す
ぐ
に
ブ
ロ
グ
に
ア
ッ
プ
す
る
取
り

組
み
や
地
域
の
方
を
講
師
と
し
て
迎
え
る
取

り
組
み
を
通
し
て
、
学
校
の
様
子
が
よ
く
分

か
ら
な
い
と
い
っ
た
意
見
を
な
く
し
た
こ
と

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
先
生
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
学
校
が
大
き
く
変

わ
っ
た
事
例
で
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
み
、
午
後
の
部
の
開
始
は
、

長
門
市
に
あ
る
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
「
不
思
議
な
夜
が
や
っ
て
き
た
」
と
い
う

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
で

し
た
。本
大
会
用
に
1
時
間
に
短
縮
し
た
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
し
た
が
、
子
ど
も
達
の
躍
動
感
あ

る
踊
り
と
歌
に
は
、
圧
倒
さ
れ
、
完
成
度
の

高
さ
に
「
こ
こ
ま
で
で
き
る
も
の
か
」
と
感

動
し
ま
し
た
。
さ
す
が
宝
塚
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
を
受
賞
し
て
い
る
だ
け
の

こ
と
は
あ
る
な
と
本
当
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
記
念
講
演
は
、
生
島
ヒ
ロ
シ
氏

の
「
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
、
親
と
し
て
」
と

題
し
た
講
演
で
し
た
。
自
身
の
留
学
体
験
や

フ
リ
ー
と
な
っ
て
か
ら
の
紆
余
曲
折
の
人
生

や
金
融
・
健
康
の
話
な
ど
を
時
折
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
語
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

何
と
言
っ
て
も
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
妹

さ
ん
ご
夫
婦
を
亡
く
さ
れ
る
と
い
う
本
当
に

つ
ら
い
経
験
を
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
前

を
向
い
て
語
る
姿
勢
や
被
災
孤
児
の
た
め
に

毎
月
継
続
し
て
寄
附
を
し
て
い
る
実
行
力
に

は
、
力
強
い
勇
気
と
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
下
関
市
P
T
A
連
合
会
の
準
備
・
運
営

も
行
き
届
い
た
大
会
で
、
と
て
も
得
る
も
の

の
多
い
大
会
で
し
た
。

お
知
ら
せ

平
成
25
年
度
全
小・中
学
校

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
研
修
会

日　

時　

平
成
25
年
５
月
31
日（
金
）

　
　
　
　

13
：
00
～
17
：
00

会　

場　

広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　
　
　
　

（
広
島
市
光
町
１
の
15
）

テ
ー
マ　

�

「
家
庭
の
教
育
力
向
上
を
め
ざ
す

学
校
・
地
域
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
」

内　

容　

13
：
00
～　

全
体
会

　
　
　
　

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
ほ
か

　
　
　
　

13
：
20
～　

講
演

　
　
　
　

講
師
・
演
題
（
調
整
中
）

　
　
　
　

15
：
20
～　

分
科
会　

　
　
　
　

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
現
状
と
課
題
」

特　

色　

・�

講
演
と
分
科
会
を
実
施
す
る
。

　
　
　
　

・�

分
科
会
は
、
小
・
中
学
校
別

に
計
10
分
科
会
に
分
か
れ
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
す
る
。

平
成
25
年
度
全
小・中
学
校

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
代
表
研
修
会

日　

時　

平
成
25
年
12
月
７
日（
土
）

　
　
　
　

10
：
15
～
14
：
40

会　

場　

広
島
県
立
総
合
体
育
館「
武
道
場
」

　
　
　
　

広
島
市
中
区
基
町
４
―
１

テ
ー
マ　
「
笑
顔
で
子
育
て
」（
平
成
24
年
度
）

内　

容　

�

講
演
会
（
90
分
）
及
び
分
科
会

（
１
0
0
分
）

特　

色　

�

郡
市
Ｐ
持
ち
回
り
開
催
か
ら
広

島
市
で
の
開
催

第
42
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
山
口
県
し
も
の
せ
き
大
会

日
時　

平
成
24
年
11
月
18
日（
日
）　

場
所　

海
峡
メ
ッ
セ
下
関
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県 P 連 だ よ り

充実の補償で
お子様を

サポートします
＊病気入院補償
はWプランのみ
対象です。

団体割引適用で
割安な保険料！

●誤って他人のものを
壊したり、他人にケガを
させてしまったら…
（加害事故の補償）
インターンシップ（職場体験）や
アルバイトに起因する賠償責任も
対象となります。

充実の補償でお子様をサポートします。
広島県PTA連合会
小・中学生総合保障制度

お問い合わせ先・取扱代理店：㈱東海日動パートナーズ広島　TEL：0120－018－217
保険会社：東京海上日動火災保険株式会社 広島支店 広島中央支社　TEL：082－511－9194

引受幹事保険会社

●学校管理下中の学用品・
　身の回り品などの補償
●育英費用 等

小・中学生総合保障制度はこども総合保険・動産総合保険（携行品一式特約付帯・学校管理下中のみ担保）のペットネームです。
この広告は「広島県ＰＴＡ連合会小・中学生総合保障制度」の概要について紹介したものです。保険の内容はパンフレットをご覧ください。ご加入にあたっては、必ず「重要事項
説明書」をよくお読み下さい。
詳細は契約者である団体の代表者の方にお渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明な点がありましたら取扱代理店・引受保険会社までお問合せください。
この保険契約は、以下の保険会社による共同保険契約であり、東京海上日動火災保険が他の引受保険会社の代理・代行を行います。各引受保険会社は、契約締結時に決
定する引受割合に応じて、連帯することなく単独別個に保険契約上の責任を負います。なお、引受割合につきましては、団体窓口にご確認ください。

平成２4年6月作成　 募文No12－T－０1740

（注）動産総合保険（携行品一式特約
付帯）には、団体割引による割引は適
用しません。
スクールメディカルデスク２４でお子様
の健康相談を２４時間受付

●授業中やクラブ活動な
ど、校内外を問わず発生
する急激かつ偶然な外来
の事故によるケガや病気＊

の補償

共同引受保険会社

共同引受保険会社

広
島
県
Ｐ
新
聞
と「
鐘
」

　
「
鐘
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

本
コ
ー
ナ
ー
と
県
Ｐ
新
聞
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

昭
和
57
年
３
月
1
日
発
行
の
「
広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

新
聞
」
第
６
２
9
号
か
ら
「
鐘
」
の
掲
載
が
始
ま

り
、
平
成
12
年
３
月
1
日
の
第
8
３
8
号
が
本
新

聞
の
最
終
号
と
な
っ
た
。

　

平
成
12
年
７
月
か
ら
は
、
名
称
を
「
県
Ｐ
連
だ

よ
り
」
に
変
え
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

お
便
り
と
し
て
発
行
し
て
き
た
。

　

平
成
22
年
度
、
県
Ｐ
連
発
足
60
周
年
を
区
切
り

に
あ
た
り
、
会
員
か
ら
新
聞
の
タ
イ
ト
ル
を
広
く

募
集
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
が
温
か
く
心
温
ま
る
居
場
所
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
「
陽
だ
ま
り
」
と
変
更
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、「
鐘
」
は
継
続
し
、
30
年
も
の
間
に
、
約

２
5
0
回
を
数
え
る
。

　

こ
の
内
容
は
、「
親
・
保
護
者
・
お
と
な
と
し

て
の
あ
り
方
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
関
わ
り
」「
子

ど
も
に
対
す
る
し
つ
け
や
育
て
方
」「
一
般
教
養

的
内
容
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
文
字
ど
お
り
警
鐘

を
鳴
ら
し
続
け
て
き
た
。

　

し
か
し
今
日
、
長
年
執
筆
頂
い
て
き
た
方
々
の

ご
辞
退
、
新
た
に
依
頼
し
て
き
た
方
々
の
執
筆
期

間
終
了
や
県
Ｐ
連
新
聞
編
集
計
画
の
見
直
し
な
ど

も
あ
り
、県
Ｐ
連
理
事
会
な
ど
で
協
議
し
た
結
果
、

平
成
25
年
２
月
発
行
の
39
号
を
も
っ
て
、「
鐘
」

の
コ
ー
ナ
ー
は
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

広報委員紹介

▲
今
年
の
成
人
式
で
4

人
の
子
ど
も
の
内
、
３

人
が
成
人
し
た
。
い
つ

の
間
に
か
背
丈
だ
け
で

な
く
、
態
度
も
大
き
く
な
り
、
大
人
に
な
っ

て
い
っ
た
。残
る
は
中
学
1
年
の
長
女
だ
け
。

も
う
し
ば
ら
く
親
業
を
楽
し
め
そ
う
だ
。

▲
「
子
ど
も
は
授
か
り
も
の
で
預
か
り
も
の
。

い
つ
か
は
世
の
中
に
お
返
し
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
が
、
ま
さ

に
そ
の
通
り
だ
ろ
う
。
社
会
に
出
て
、
い
っ

ぱ
し
に
生
活
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
親

の
勤
め
を
果
た
せ
た
よ
う
で
嬉
し
い
も
の

だ
。
▲
し
か
し
子
育
て
か
ら
解
放
さ
れ
た
反

面
、
苦
労
や
心
配
も
沢
山
あ
っ
た
は
ず
な
の

に
、
ど
こ
と
な
く
寂
し
さ
を
感
じ
る
の
は
、

子
育
て
に
追
わ
れ
て
い
た
時
代
が
輝
い
て
い

た
か
ら
に
違
い
な
い
。
▲
今
思
え
ば
，
子
育

て
で
き
る
時
間
は
と
て
も
短
い
。
だ
か
ら
精

一
杯
味
わ
っ
て
欲
し
い
。
▲
親
の
願
い
が
多

く
の
会
員
や
子
ど
も
た
ち
の
心
に
響
く
こ
と

を
願
っ
て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
「
鐘
」
と
名

付
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。
先
輩
会
員
か
ら
30
年

も
の
長
き
に
亘
り
引
き
継
が
れ
た
思
い
に
感

謝
す
る
と
共
に
、
今
後
も
親
の
思
い
を
発
信

す
る
新
た
な
広
報
紙
の
発
刊
を
め
ざ
し
「
鐘
」

の
コ
ー
ナ
ー
は
幕
と
し
た
い
。 

（
Ｋ
）


